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政策支援の概要 



取り組みの状況（家庭用燃料電池） 
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家庭用燃料電池（エネファーム） 
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都市ガス・LPガスから取り出した水素と、空気中の酸素の化学反
応により発電、同時に発生する熱を給湯などに利用するシステム 

（2009年：一般販売開始） 

家庭用燃料電池システム世界市場見通し 
出典：2013年度版燃料電池関連技術・市場の将来展望（富士経済） 

 

出典：各社ホームページから 



家庭用燃料電池普及シナリオ 
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出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 



家庭用燃料電池の導入に向けた取り組み 
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～2000年 2001～2004年 2005～2008年 2009年～ 

燃料電池研究開発 

（1992～） 
★プロトタイプ 

実用レベル開発 

（耐久性向上など） 
規制見直し対応 

商用レベル実証 

（実環境評価（3,500台）） 
周辺機器低コスト化 

★一般販売開始 

低コスト化 

用途拡大 



家庭用燃料電池システムを全国各地の住宅に導入し運転デー
タを取得（固体高分子形：3,307台/固体酸化物型：223台） 

安全性、省エネルギー効果を実証。機器性能、信頼性を向上。 

定置用燃料電池大規模実証事業 
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事業期間 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 

設置サイト数 
（台） 

480 777 930 1120 

システム 
設置補助金 
（円/台） 

600万 450万 350万 220万 

家庭用燃料電池設置台数推移 家庭用燃料電池設置状況 
（出典：新エネルギー財団） 

実際の使用条件下での運転データ取得 

市場初期の問題点把握、技術課題抽出 

コストダウン 

大量生産布石 

信頼性・耐久性 

の向上 
認知度の向上 

家庭用燃料電池システムの早期商用化 



家庭用燃料電池システム周辺機器技術開発 
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エネファームメーカーの協力のもと、周辺機器の求められる共
通仕様書を取りまとめ公表し、周辺機器メーカーの参加を促進。 

周辺機器コストを約1/4に低減。平成20年度には、対象機器の
約７割にプロジェクト成果品が使用。 

出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 



家庭用燃料電池システム規制見直し 
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出典：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会資料 



エネファーム価格・導入量推移 
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エネファームの価格と販売台数推移 

販売台数（累積） システム価格 

770万円 

200万円 

6.7万台 

280万円 

シ
ス
テ
ム
価
格
（
万
円
） 販

売
台
数
（累
計
：台
）
 大規模実証/周辺機器開発 

販売台数はコジェネレーション・エネルギー高度利用センターのデータを利用。2013年度は9月までの数値 

システム価格について2009年までは、NEDO「定置用燃料電池大規模実証研究事業」より引用。2009年以降は、報道よりNEDO作成。 

システム価格は1/4に低下。累計販売台数は約７万台に。 



取り組みの状況（燃料電池自動車） 
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燃料電池自動車 
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燃料電池自動車：究極のエコカー 

FCVの概念図（出展：JHFCホームページより） 

 高いエネルギー効率  

 走行時に排出するのは水のみ 

  → CO2、NOx、CO、SPMの排出ゼロ 

 ガソリン自動車と同等の利便性 

  → 一回充填で500km走行、3分間で満充填可能 

 家庭への給電も可能（満充填で5日間程度） 

燃料電池自動車世界市場見通し 
出典：2013年度版燃料電池関連技術・市場の将来展望（富士経済）  



12 写真：各社ウェブページより 

世界初公道走行FCV 
1994 

2002 

米加州実証事業開始 
2000 

日本 実証事業開始 

2015 
FCV一般販売 

開始 

2011 
日 FCV普及に関する共同声明 

（Daimler NeCar1） 

1993 
加州ZEV規制 

2013 
  FCV共同開発発表 

燃料電池自動車の歴史 



●燃料電池自動車（FCV）の導入に当たっては、インフラとして水素ステー 
 ションの整備が進むことが必要（｢ニワトリとタマゴ｣）。 
●２０１１年１月、 
 ①燃料電池自動車を2015年から市場に導入すること 
 ②それに先立ち４大都市圏（首都圏、中京、関西、北部九州）を中心に 
  １００箇所程度の水素ステーションを整備すること 
 について、自動車会社3社とエネルギー事業者10社が共同声明を発表。 

＜１３社＞ 
自動車会社 ：トヨタ、日産、ホンダ 
石油会社  ：JX日鉱日石エネルギー、出光、昭和シェル、コスモ石油 
都市ガス会社：東京ガス、大阪ガス、東邦ガス、西部ガス 
産業ガス会社：岩谷産業、大陽日酸 

４大都市圏への集中配置 

高速道路へも配置 

合計１００箇所程度 

FCV・水素ステーション普及シナリオ 
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燃料電池自動車の導入に向けた取り組み 
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～2000年 2001～2005年 2006～2010年 2011年～ 

燃料電池研究開発 ★FCV国内初走行 

水素ST研究開発 

（35MPa） ★国内初水素ST（2002） 

FCV社会実証（2002～2013） 

★ 

FCV安全世界基準 

（2013） 

★FCV安全基準（2005） 水素安全技術 

基準・標準等 

水素ST規制見直し 

水素ST研究開発（70MPa対応等） 
★ 

商用規模水素ST 

（2013） 

★ 

FCV発売（2015） 

★ 

商用水素ST（2014） 



燃料電池技術の進展 
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水素ステーション技術の開発 
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70MPa水素充填技術の実証 

●一定昇圧速度制御、3分充填能力  ●-40℃水素冷却能力 
●目標停止圧力での充填停止制御 

高頻度・高稼働運転 

水素ステーション設備の高頻度・稼働運転時
の実用性・耐久性・安全性の確保 

出典：水素供給・利用技術研究組合 



水素ステーション・技術の開発 
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海老名市：日本初となる本格的 

商用規模水素ステーション（H25.4） 

・70MPaという超高圧水素への対応のための開発 

・2013年、商用規模水素ステーションを建設 

45MPa水素トレーラー 


